
 

 

 

インフルエンザ、注意報レベル！ 
新型コロナの流行が落ち着きほっとする間もなく、県内ではインフルエンザの患者数が

増加しています。先週１２日に、甲府市と中北地域、富士東部地域は「注意報レベル」に入っ

たと発表されました。注意報レベルに入るのは例年１２月頃で、今シーズンは過去１０年で

最も早いです。新型コロナの流行以来、出国や入国を制限したり、感染症対策を強化したり

したため、２１年、２２年と２シーズンにわたってインフルエンザの冬の流行が起きませんでし

た。今回の注意報は、インフルエンザに対する免疫が低下していることも原因の一つだとい

われています。 

甲府市では、特に１０月に入って小学校や中学校、高校などで学級・学年閉鎖が増えてい

ます。北中学区でも流行している学校があるので、十分注意しましょう。 

 
○咽頭痛、咳、頭痛、発熱などのかぜ症状がある場合は、無理して登校せず、家で休養し 
ましょう。特に家族に患者がいる場合、生徒本人に少しでも体調が悪いところがあれ 
ば感染している可能性があるので、登校を控えてください。 

 
○発熱したときは、必ずかかりつけの医師に相談しましょう。 
 
○好き嫌いをせずしっかり食べ、睡眠を十分とって、免疫力を高めましょう。 
 
○石けんで、こまめに手を洗いましょう。 
 
○マスクは飛沫感染を防ぎます。状況に応じて着用しましょう。 
 

○窓やドアを開け、換気をしましょう。特に合唱中は、いつも以

   上に換気をするよう気をつけましょう。 

 

 

 インフルエンザに罹ったら･･･ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「登校許可書」は必要ありません。 保護者と担任で、登校可能日を確認してください。 
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２０２３．１０.２０ 
北中保健室 
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